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理事会通信

　第１２回理事会（平成１６年８月１１日）の概要

（会長報告）

・　調査業法制定を視野に入れた動きがあり、主管する警察庁生活安全課が調査業者に対するヒアリングを行っている。過去にも業法制定の噂は何度か有ったが業者へのヒアリングが実施されたのは今回始めてであり、時期は別にして現実味を帯びてきているように思う。

· 個人情報保護法がいよいよ来年４月から施行される。そのためのガイドラインが近く示されると思うが、この法を拡大解釈されると現状の調査業は成り立たなくなるのでは・・。

主務官庁に調査業としての意見を申し上げる機会を作って貰うよう要請したいと思う。

（議　案）

1． 業界情勢について

調査業界の現状について活発な意見交換が行われた。結果、監督官庁及びその関係機関に働きかけて、業界正常化に向けての働きかけを具体的に行っていく必要があるとの認識で意見の一致をみた。

2． 苦情処理の具体的方策について

当協会の活動を関係方面に認知して貰う必要がある。その一環として消費生活センターに挨拶回りをすることを決定。

3． 教育研修について

年２回の研修会を計画しており、１回は全調協と共同で、１回は独自で実施することを決定。時期その他内容については全調協と打ち合わせし、具体的な日時を決め実効する事とする。

4． 入会審査について

入会申込者1名の審査が行われ、全会一致で入会が認められた。

　第１３回理事会（平成16年９月８日）の概要

（会長報告）

· 前回の理事会決定に基づき関西消費者協会に東田副会長と共に赴き、当協会のアピールと苦情処理に積極的に取り組む旨を伝えると同時に、参考資料として協会の会則、会員名簿、ホームページを印刷したものをわたしてきた。

· 業界正常化に向けての活動として、大調協の員外理事に面談し、大調協の実態を赤裸々に説明し、員外理事としての活動に期待する旨をお願いした。

· この報告に引き続き、業界情勢に就いて活発な意見交換がおこなわれた。

（議　案）

1． 個人情報保護法のガイドライン案について
警察庁から全国調査業協同組合に個人情報保護法のガイドライン案が示され、９月中旬から数週間、本案に対するパブリックコメントが行われる予定との案内があった。

それに基づき、各理事より活発な意見が出され、討議した。

結果、専門家の意見を聞く機会を設けると共に、研修会でこの問題を取り上げる方向で検討することとなった。

2． 教育研修について

今期末までに全調協研修会とは別に関調協として開催する事とし、内容は個人情報保護法案とする方向性が決まった。

事務局便り

· 新入会員の紹介

赤来興信所（アカギコウシンショ）

所在地　藤井寺市青山２丁目１５－２２

電話　０７２９（３８）６０５５

代表者　橘　富男

役に立つ法律問題　　　　　　　　　弁護士　小　山　　章　松

有給休暇と不利益取扱

　（社員からの質問）

　有給休暇を使用した場合、皆勤手当が減額されるのは違法ではないのか。

　有給休暇の取得により賃金の減額､その他の不利益な取扱をしないこと（労働基準法付則１３４条）と定められていますので、この点からも問題になると思います。

　（当社の規定）

　皆勤手当

　　１、正社員が早退遅刻なく全就労日皆勤した時は、月額３，０００円支給する。

　２．定時社員が前項の場合は、月額２，０００円支給する。

　３．嘱託従業員が前２項と同じ場合、月額１，０００円支給する。

　精勤手当

1． 社員が有給休暇、その他の特別休暇を取り、他の全就労日を皆勤し、早退遅刻ない場合は、月額　１，５００円支給する。
2． 定時社員が有給休暇、その他の特別休暇を取り、他の全就労日定められた時間を早退遅刻なく勤務したときは、月額１，０００円支給する。

3． 嘱託従業員が前２項と同じ場合、月額５００円支給する。

（回　答）

　１．労働基準法付則１３６条（旧：１３４条、平成１０年に変更）

　　　「使用者は、第３９条第１項から第３項までの規定による有給休暇を取得した労働者に対して、賃金の減額、その他不利益な取扱をしないようにしなければならない｡」と、まわりくどい書き方になっています。最高裁判所はこの規定を訓示規定とし、この規定を根拠に有給休暇を使用した場合、皆勤手当を減額する扱いが直接無効になると決めつけることはできない、としています。

　　　つまり、最高裁判所は１３６条を使用者の努力義務を定めたものであるとしています。

２．問題は、減額規定が法３９条が年休を取得する権利を認めた趣旨に反するかどうか、つまり減額規定が年休の取得を抑制する効果を持つかどうかによって判断が分かれます。

　　　貴社の規定は皆勤手当を３，０００円から半分の１，５００円に減額するものですが、これが年休取得を抑制する効果が強いものかどうか（つまり、この減額規定により有給休暇を取ることをあきらめてしまう）、強いと判断された場合は、減額規定は民法９０条の公序良俗に反し、無効になります。

　　　つまり、有給休暇を取った人にも金３，０００円の皆勤手当を支払わなければなりません。

３．私見ですが、人によって判断が分かれる微妙な事案だと思います。

　　　皆勤手当は本来の賃金の減額そのものでなく、報奨的な意味の手当です。本規定は有給休暇を取ることによって全く手当を支払わないとしているものでなく、減額の金額も金１，５００円と低額であるので、公序良俗違反で無効とまでは言い切れないと思料します。

　　　しかし、人によっては減額金１，５００円が低額でないと判断し、無効と考える人が存在すると思いますので、法廷で争いになったら裁判所により判断が分かれると考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

〈労働基準法第３９条＞

　１項　使用者は、その雇入れの日から起算して６ケ月間継続勤務し、全労働日の八割以上出勤した労働者に対して、継続し、又は分割した十労働日の有給休暇を与えなければならない。

債権回収について

　（事　例）

　弊社は機械工具の部品を販売する商社ですが、岡山の八木工業株式会社（以下、Ｙと言う）と取引をし、４月末締めの５００万円の売掛金を、Ｙが受け取った、大阪の株式会社清原商店（以下Ｚという）振り出しの額面５００万円、支払期日平成１6年５月３１日の手形をＹに裏書をしてもらって、受け取り支払ってもらいました。ところが、この手形はＺの資金不足との理由で不渡りになり返ってきました。

　弊社（以下Ｘという）は、Ｙと交渉し、すぐに支払ってくれるようしつこくＹの担当者に迫りましたが､すぐに支払い資金がないとの理由で拒否され、Ｙ振り出しの額面５００万円、支払期日平成１６年７月３１日の約束手形１通を受け取りました。しかし、Ｙも経営状態がよくないとの噂が入っており、なんとか６月中にＹに対する５００万円の債権を回収したいのですが、よい方法はありませんか。なお連帯保証人が２人いますが、この人たちにも６月中に請求を求めることができますか。

振出人Ｚ→受取人Ｙ→第１裏書人Ｙ→第１被裏書人Ｘ→所持人Ｘ

(解　説)

　1.先ず､ＸがＹから支払期日を平成１６年７月３１日とする約束手形を受け取ったことの法律的な意味をかんがえてみる。

　(1)　Z振り出しの５月３１目の約束手形が、不渡りになったのであるから、Ｘはその日からＹに対し５００万円と年６分の遅延損害金の請求が出来た。しかるに、７月３１日のＹ振り出しの約束手形を受け取ったのである。なんら異議をとどめないで受け取っているのであれば、ＸがＹに７月３１日まで支払いを猶予したと解釈される。したがって、ＸはＹに対し７月３１日にならなければ、５００万円の請求をすることはできない。連帯保証人にも６月中に請求することはできません。

（2）　XとＹの取引か古くからで、今後も取引を継続するつもりであれば、Ｘのとった上記の処置も妥当と考えられるが、取引がそんなに古くなく、今後も継続的に取引をする考えがない場合、あるいは取引を切っても良いと考えている場合は、債権回収の手段としては、この手形を受け取るのはあまり良い方法ではないと断言できます。

２．次に裏書の意味を考えてみよう

（1）　XはＹからの５００万円の売掛金の回収目的で、Ｚ振り出しの手形を、Ｙに裏書をしてもらって、受け取っているのである。Ｙに何のために裏書をしてもらったのか。その意味を考えなければならない。

　　　　債権回収をする営業マンも手形の基本的な知識を完全にマスターしておこう。そうでないと、勤務先に損害を与える場合が多くなるだろう。

（2）　何故裏書をしてもらうか。ご承知のとおり、手形の表は振出人と受取人の記載があります。Ｚ振り出しの手形は当然振出人はＺで､受取人はＹである。Ｘがこの手形の権利者になるためには、Ｙから裏書をしてもらう必要があります。なぜなら手形の権利を行使するためには、裏書の連続性を要求されます。裏書の連続性とは、受取人と第１裏書人が同一人であること、第一被裏書人と第二裏書人が同一人でなければなりません。

　　　　裏書には他に担保的効力があります。担保的効力というのは、振出人が支払期日に支払いが出来ずに、不渡りになったときに、裏書人は手形所待人に対して手形額面の金額を支払う義務を負うということです。したがって、本件の場合Ｚの支払いが不渡りになったので、ＸはＹに対して裏書人の責任を追求できますし、Ｙに対して手形訴訟も起こせます。

３．手形訴訟と通常の民事訴訟の違い

　（1）手形は商取引の支払いの手段のために出来た制度ですので、裁判も迅速に結論を出すように定められています。具体的には、証拠調べについては、通常の裁判では証人の証言により立証することができますが、手形訴訟では、証拠は書証（書類）しか認められません。本人（原告、被告）尋問も手形が偽造されたものかどうかと、手形が適法に支払い銀行に呈示されたかどうかの点だけしかできません。したがって、ほぼ１回、２回の裁判で判決が出ます。

４．本件の場合の債権回収の方法

　　（１）先ず、手形が不渡りになった時点でＸはＹと交渉し、Ｙとの間で支払い方法についてＸの条件を出すこと。たとえば、６月５日までに金１００万円、７月から来年２月まで毎月５日限り金５０万円（８日限り）、この分割金を１回でも遅滞したときは期限の利益を喪失し､その時の残金を即時に支払う。Ｙがこの条件をのむのであれば、この内容で準金銭消費契約の公正証書を作成する。Ｙがこの条件をのまなければ、早急にＹを相手方として５００万円の支払いを求めて手形訴訟をすれば、Ｙが会社を継続して続ける意思があれば、裁判所で支払い方法についての和解を求めてくるでしょう。なぜなら判決を取られたら、Ｘから重要な財産の差押えをされ、信用問題が生じる恐れが出るからです。

　　　　ＸがＹとの間で今後取引をしないつもりであるのなら、手形裁判をする前　　に、Ｙの財産に対して仮差押えをすれば、債権回収がより確実になります。

　　（２）Ｙとの間で公正証書を作成しておけば、Ｙが約束に反して支払いを遅滞したときは、Ｙを相手に裁判をすることなく、この公正証書でＹの財産を差押えできます（金銭支払約束の公正証書には執行力があります｡）。

　　（3）いずれにしても、債権者は裁判をして強制的に債権を回収する旨の意思を明確に債務者に伝える必要があります。分割支払いで債権回収をはかる場合も、有利な条件で合意しなければなりません。債務者とすれば、この不景気の時期出来る限り支払いを延ばして､不測の事態を予想して自己資金を持っておきたいと思うのが普通でしょう。

　（４）債権回収の業務で、何らの見返りなしに支払猶予をすることは、良い方法だとは思えません。

信じる者は救われる？

（株）初恋の人探します社　竜田　充子

今、バラエティーでは、かの女占い師が出る番組が高視聴率を取れるという。一時はその顔をブラウン管で見ない日はなかったサッチーやデヴィ夫人など、毒舌でならした女性達が影を潜め、“ズバッ”と切りつける毒舌派が彼女だけになったためだと聞く。「柔ちゃんは結婚したら金メダルは取れない」は大はずれだったが、「占いでこう出ている」と言われれば、気になるのが人情。彼女の“お告げ”で芸名を変えたタレントもいた。

　私は、仕事では普段、「佐藤あつ子」の名を使用しているが、使い始めたきっかけはともかくとして、ある日、よく当たると評判のとある神社の宮司さんに、こんな風に言われたことがある。

「いい名前をよくご自身でつけられましたね。素人がこれだけうまくつけるのは大したものです。竜田充子は『破壊』なので、商売には向きません。ビジネスを続けられるのなら、極力『佐藤あつ子』を使われた方がいいですよ。人も寄ってくるし、引きたてもあるし…」

「そうか！では、これからは可能な限り『佐藤あつ子』の通称で通そう」と、気をよくしたものである。しかし、宮司さんはこうも言った。

「ただ、難点は…、お金がたまらないことです。入ってきても、すぐ出ていってしまいます」

　私はこの一言で、宮司さんの言われること全てを信じたものだ。大当たりだったのだ。

　人は科学的根拠がなくても、占いや言い伝えを気にするようだ。「根拠のないものは気に止めない」と公言してても、である。

霊柩車を見ると、未だに思わず親指を隠したりしてしまう。夜中に爪を切ったりすると、親の死に目に会えないんじゃないかと急に心配になり、途中でやめたりする。何ら根拠がないのに・・、である。

　しかし、言い伝えの全てが根拠がないかと言えばそうでもないところに、ややこしさがある。

　例えば、「秋茄子は嫁に食わすな」というのは、秋茄子は美味しいのでついつい食べ過ぎてしまうが、女性が食べすぎると体を冷やしてしまい、妊娠できなかったり流産しやすくなるのでそれを防ぐためだし、「宵越しのお茶は飲むな」というのは、煎れてから時間の経ったお茶は、それに含まれるタンパク質などの成分が腐敗して食中毒を起こす可能性があるためで、それから、「雷に臍を取られる」というのは、雷が通り過ぎると急速に気温が下がるので、おなかを冷やさないようにおへそを隠せという意味であったりする。

　こうした言い伝えは実に科学的根拠のある言い伝えだけれど、私はというと、全く守れていない。秋茄子は大好物だし、前夜に煎れたお茶を寝起きに飲んでいる。自室では結構ヘソ出しルックで過ごしているし…（誰だ！「見苦しい」と言ってるのは）。

あっ！そうそう。この言い伝えだけはしっかり守っている。

　「お札は、肖像画の頭を財布の奥側に入れる」

こうしておくと、お札が財布から出にくいと。逆さまに入っているお札は、頭を上にしたお札より財布から出ていきにくいそうな…。だから、私は、いつも几帳面にも、お札の肖像画の頭を下にして、財布に入れる。

でも、やっぱり当たっていない。私の財布の中の福沢諭吉さんは出ていくばかりだから…。

やはり宮司さんは当たっている。

倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
































